
Perplexity AI最新動向：モバ
イル戦略と技術進化
Perplexity AIは対話型AI検索エンジンとして急速に進化を続けています。最新
の動向として、スマートフォンメーカーとの戦略的提携や先進的APIモデルの
展開が注⽬を集めています。本プレゼンテーションでは、Perplexity AIの最新
動向について詳しく解説し、技術者やビジネスパーソンの皆様に有益な情報
をお届けします。

AIアシスタント市場の競争が激化する中、Perplexityは独⾃の強みを活かした
展開を⾒せています。情報収集の効率化と⾼度な推論能⼒を武器に、モバイ
ル端末への標準搭載を推し進め、ユーザー接点の拡⼤を図っています。

gozen-ai.com

GOZEN AI Lab

AIと⼀緒に「⾯倒くさい」をひとつでも⼿放す仕
組みを⽇々研究中！

https://gozen-ai.com/


モトローラとの提携：モバイルAIの新展開
提携合意の概要
Perplexity AIとモトローラが正式に提携を発表。モトローラのスマートフォンにPerplexityのAIアシスタントがセカンダ
リーアシスタントとしてプリインストールされることが決定しました。

展開計画
⽶国市場のモトローラ端末を対象に、Perplexity AIアシスタントの標準搭載が進められます。ユーザーは購⼊後すぐに
Perplexityの⾼度な検索‧対話機能を利⽤できるようになります。

市場への影響
この提携はスマートフォンAIアシスタント市場の競争環境に変化をもたらす可能性があります。Googleアシスタントや
Siriなど既存のプラットフォームに対する新たな選択肢となります。

スケジュール
2025年4⽉19⽇に発表された本提携は、今後数ヶ⽉以内に実装される⾒込みです。具体的な搭載開始時期や対応機種に
ついては追って発表される予定です。



サムスンとの交渉：さらなる
拡⼤の可能性

出資関係の構築
サムスンはすでにPerplexity AIへの出資実績を持っており、両
社の関係構築はビジネス⾯で⼀定の進展を⾒せていました。

初期協議の開始
モトローラとの提携に続き、サムスンとPerplexity AIの間で初
期段階の協議が開始されています。サムスンのGalaxy端末への
AIアシスタント搭載が検討されています。

交渉の展望
既存の出資関係を背景に、交渉が順調に進めば、世界市場シェ
ア上位を誇るGalaxy端末にPerplexity AIが標準搭載される可能
性が⾼まっています。

グローバル展開への影響
サムスンとの提携が実現すれば、韓国を含むグローバル市場で
のPerplexity AIの認知度と利⽤者数が⾶躍的に拡⼤することが
予想されます。

サムスンとの協議が成功すれば、Perplexity AIはAndroid市場での重要なAIア
シスタントプレイヤーとしての地位を確⽴することになるでしょう。



「Sonar Reasoning」APIモデルの特徴

⾼度な推論能⼒
複雑な質問に対して論理的な思考プロセスを展開

リアルタイムWeb検索
最新の情報を即時に取得‧分析する能⼒

ソース引⽤機能
情報の出典を明⽰し信頼性を担保

APIとしての柔軟性
様々なサービスへの統合が容易

Perplexityが2025年1⽉に発表した最新APIモデル「Sonar Reasoning」（別名Perplexity Reasoning / DeepSeek-R1）は、リアルタイム
のWeb検索機能と⾼度な推論能⼒を組み合わせた画期的なモデルです。このモデルにより、単なる情報検索だけでなく、複雑な質問
に対する深い洞察の提供が可能になりました。

「Sonar Reasoning」は、情報の出典を明⽰する機能も備えており、ビジネスや研究における信頼性の⾼い情報源として活⽤できま
す。APIとして提供されることで、様々なサービスへの統合も容易になっています。



⽇本企業への技術導⼊事例：MANA AI Chat

⽇本の株式会社ギブリーは、⾃社の対話型⽣成AIサービス「MANA AI Chat」にPerplexityの最新APIモデル「Sonar Reasoning」を搭
載しました。この技術導⼊により、⽇本の企業ユーザーにリアルタイムの情報検索と⾼度な推論能⼒を提供することが可能になりま
した。

2025年2⽉に発表され、4⽉に最新対応が完了したこの導⼊事例は、Perplexityの技術が⽇本市場においても⾼い評価を受けているこ
とを⽰しています。今後、同様の導⼊事例が⽇本企業で増加することが予想されます。

導⼊企業
株式会社ギブリー（⽇本）

HR技術やAIソリューションを
提供する企業

導⼊サービス
「MANA AI Chat」

対話型⽣成AIチャットサービ
ス

導⼊時期
2025年2⽉発表

2025年4⽉に最新対応完了
技術的特徴

Sonar Reasoningの搭載

最新情報と⾼度な推論の融合



Perplexity AIの基本的特徴と強み
⾃然な対話形式
Perplexity AIは⾃然な対話⽂で質問に回答します。専⾨的
な検索キーワードを考える必要がなく、⽇常会話のように
情報を得ることができます。これにより、検索の⼼理的障
壁を下げ、ユーザー体験を向上させています。

リアルタイム情報収集
常に最新の情報をインターネットから収集し、提供するこ
とができます。時事的な話題や最新の技術動向について
も、鮮度の⾼い情報を⼊⼿できる点が⼤きな強みとなって
います。

出典の明⽰機能
提供する情報の出典を明⽰する機能を備えており、情報の
信頼性を担保しています。ビジネスや研究における情報源
としての価値を⾼め、事実確認が容易になる設計となって
います。

⾼い安全性と信頼性
情報の正確性と安全性に配慮した設計がなされています。
不適切なコンテンツのフィルタリングや、誤情報の拡散防
⽌に取り組んでおり、ビジネスユースにも適しています。

Perplexity AIは、単なる検索エンジンを超えた対話型AIアシスタントとして、情報収集の効率化と質の向上に貢献しています。企業に
おける意思決定⽀援ツールとしても注⽬されています。



Perplexity AIの市場ポジショニング
検索エンジン市場での位置づ
け

Perplexity AIは従来の検索エンジンとは
異なるアプローチで市場に参⼊していま
す。Google検索のような結果リスト表⽰
ではなく、質問に対する直接的な回答を
⾃然な⽂章で提供することで差別化を図
っています。

特に複雑な問い合わせや調査が必要な場
⾯での利⽤において強みを発揮し、情報
収集の効率化を実現しています。

AIアシスタント市場での競争
⼒

ChatGPTやClaude、Bard（現Gemini）
などの⼤⼿AIアシスタントとの競合にお
いては、リアルタイムのWeb検索能⼒と
情報の出典明⽰機能が⼤きな差別化ポイ
ントとなっています。

モトローラやサムスンとの提携によるデ
バイス標準搭載戦略は、ユーザー接点の
拡⼤と市場シェア獲得に向けた重要な動
きと⾔えるでしょう。

ビジネス利⽤における価値提
案

企業の情報収集や意思決定⽀援ツールと
しての価値を提案しています。特に最新
の業界動向調査や競合分析、技術トレン
ドの把握などのビジネスインテリジェン
ス領域での活⽤が期待されています。

API提供を通じた企業システムとの連携
も進めており、業務効率化やナレッジマ
ネジメントへの貢献も⾒込まれていま
す。



今後の展望と注⽬ポイント

モバイル戦略の加速
スマートフォンメーカーとの提携拡⼤

APIモデルの進化
推論能⼒と情報収集精度の向上

⽇本市場での展開
⽇本企業との提携と⽇本語対応の強化

ビジネス向けソリューション
企業向け機能と統合オプションの拡充

Perplexity AIの今後の展開としては、モトローラとの提携を⽪切りに、さらに多くのデバイスメーカーとの協業拡⼤が予想されます。
特にサムスンとの交渉進展は、グローバル市場での普及に⼤きな影響を与える可能性があります。

技術⾯では「Sonar Reasoning」のさらなる進化が期待され、推論能⼒と情報収集の精度向上が⾒込まれます。⽇本市場においては、
MANA AI Chatへの導⼊事例をきっかけに、より多くの⽇本企業との提携や⽇本語対応の強化が進むでしょう。企業向けソリューショ
ンの充実も注⽬ポイントとなりそうです。

AIアシスタント市場の競争が激化する中、Perplexity AIの独⾃性と技術優位性を活かした戦略展開に引き続き注⽬が集まります。


